
施工する前にホームページや本でずいぶん探しましたが、日本全国何を、どこで探しても既

設床高さから埋め込み、尚且つ前から座り込みタイプのいざり用の水洗便所の施工例は全

くありませんでした。 

簡単に言うとほとんどが床を嵩上げした条件下での施工例しかありません。 
 

しかし今回は全般的にいざりでの生活でないと日中の生活は難しく、まずは車いす等々の

移乗すら難しい、そしていざりでさえも体幹保持が難しく転んでしまうくらいの身体状況でし

た。もし、同じ病気でこんな工事が必要なら是非参考にしてく頂きたいと思います。 
 

施主様にもその旨をご理解頂いたうえで、写真等の利用許可を得ております。 

福祉用具の知識も融合した施工例です。 
 

施工側からすると、簡単なようで非常に難しい工事です。（特にアイデアや組み合わせ）」 

特に今回は「進行方向側に座る」トイレです。 

この場合タンクが邪魔で座れないのです。 
 

また上肢筋力も急激に低下中でしたのでタイミング的にも 

非常に難しい工事だったと思います。 



一番最初の段階のラフスケッチ

●施工的問題点 

①床下の深さ、排水管の勾配 

②水洗の場合のタンク位置 

③便座の向きの問題 

④各種詳細寸法の確定 

⑤今後のメンテナンス 

⑥今後の改造変更にどう対応するか？ 

当然「できます」と言ったものの問題だ

らけでしたが、ぼんやりと案はありまし

●身体的問題点 

①身体状況が不安定（乱高下激しい） 

②常時見守りがある状況ではない 

③夜間等の排泄 

④大幅な生活様式の変更 

（ベッド・車いすなど基本高さが変わるな

ど） 

⑤できる限り自分でできる環境 

⑥どこまでを介助するかの判断 

⑦その他介護サービスとの組み合せ 

ケアマネージャーさんとの話し合いの中で今後も低下気味の状況下。お若いので、まだ自分でできることはできる限り自分でやりたい。 

しかし、いざりもままならない日もある身体状況下でどこまでの改修をするか？在宅でも強い希望があるが、難しい面も多い。 

常時見守りの無い状況で自分でできる家事などは出来るだけ積極的にさせてあげたい家族。 

それならやはり極限まで転倒リスクを減らした、いざりでリビング横にいざっていけるトイレを作り今考えられる範囲で出来る限り長く使えるト

イレのほうが良い。（車いすへの移乗も一人では出来ない）改修までにはトイレも4通りほど案をだし、いろいろ検討しました。 

最終的にそのプランで各種動きや寸法を検討して制作しました。 

「自分の力で」という条件でしたので施工はいろんな面にも気を配りました。 



便器の向きはそのままで、便座の

向きだけスペーサー（昇降便座用

スペーサーを部品どりする）にて

形状を整え歩行便座を置き、床材

で埋め込むことにしました。商材

を知り尽くさないとこの案は浮

かんできません。 



　　　実際に使いだしてからも微調整はＡＤＬの変化に伴い変える必要があります。


